
【日程】2018年2月6日（火）16：30～18：00 

【会場】名古屋経済大学5号館5B2（2階）  

【題目】「古代史から見た犬山という場面」 

【講師】赤塚次郎（NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク理事長） 

 ※ どなたでも出席できます（事前の申し込みは不要） 

第1回 犬山学サロン 

【講師の略歴】 
奈良教育大学教育学部卒業、愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財調査部主事、愛知県
埋蔵文化財センター主査、副センター長、橿原考古学研究所共同研究員、奈良県桜井市纏
向学研究センター共同研究員、愛知県史編纂考古執筆委員を歴任し、NPO法人古代邇波の
里・文化遺産ネットワークを設立。 
専門は日本考古学、文化財遺産学。主な著作に『土器様式の偏差と古墳文化』（小学館、
平成14年）、『幻の王国・狗奴国を旅する』（風媒社、平成21年）、『尾張・三河の古墳
と古代社会』（同成社、平成24年）などがある。 

【問い合わせ先】 

名古屋経済大学  

 犬山学研究センター 

（地域連携センター内）武井・青木  

TEL 0568-68-3282 Fax 0568-67-0724  

MAIL inuyamagaku-c@nagoya-ku.ac.jp  

 名古屋経済大学犬山学研究センターでは、犬山に関わ
る第一線の研究者・実務家をお招きして「犬山学サロ
ン」を開催します。 

 第1回では考古学者の赤塚次郎理事長をお招きして、
犬山の古代史に関する最新の研究成果をご講演頂きます。 

名古屋経済大学 

犬山学研究センター 


